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 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 国語 科目 国語教養 単位数 ２ 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書  副教材 パーフェクト演習 (尚文出版 ) 対応資格  

 

１ 目標 

 実社会や上級学校に向けての必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、言葉を通して他者や社会に

関わろうとする態度を育てる。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

主体的、対話的で深い学びを通し

て国語の知識や技能を身につけ、

論理的に考える力、言葉で伝え合

う力を身に付けるようにする。 

論理的に「書くこと」と「読むこと」

によって論理力を鍛える。特に｢読

むこと」に思考力、判断力を養う。 

｢話す・聞く｣｢書く｣｢読む｣力を身

につけ、言葉の大切さを意識し、

主体的に取り組む態度を養う。 

 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言葉を通して他者や社会に関わる

態度を養い、国語の知識や技能を

身に付けている。 

論理力を鍛え、書くこと、読むこと

によって、思考力や判断力を身に付

けている。 

書く力、読む力を身につけ、言葉

の大切さを意識し、主体的に取り

組もうとしている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 

 

知識・技術 

 

思考・判断・表現 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 基礎 

・漢字の読み、書き取り  

・同音異字、同訓異字  

・文学史  

・評論・随想・小説の文章問 

題  

国語の基礎的な知識や

技術を理解している。 

 

 

 

｢読むこと｣において

文章の内容や構成、論

理の展開を的確に捉

え要点や要旨を把握

しようとしている。 

 

これまでに学んだこと

を中心とした総合問題

に積極的に取り組もう

としている。 

 

 

第２章 発展 

・難読語 

・反対語  

・ことわざ  

・評論・随想・小説の文章問

題  

難読語・反対語・こと

わざを正しく理解して

いる。 

 

 

 

｢読むこと｣において

文章の内容や構成、論

理の展開を的確に捉

え要点や要旨を把握

しようとしている。 

 

国語における一般

常識問題やＳＰＩ

対策問題に積極的に

取り組もうとしてい

る。 

 

第３章 実践 

・四字熟語  

・慣用句  

・ＳＰＩ  

・評論・随想・小説の文章問

題  

四字熟語・慣用句

を正しく理解して

いる  

 

 

 

｢読むこと｣において

文章の内容や構成、論

理の展開を的確に捉

え要点や要旨を把握

しようとしている。 

実際の就職試験や

入学試験を中心と

した問題に積極的に

取り組もうとしてい

る。 
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第４章 表現 

・表記の基礎、基本   

・原稿用紙の使い方、書き方

の基本  

 

 

表記や原稿用紙に

ついて正しい使い方

を理解している。 

 

 

 

自分の考えや事柄が適

切に伝わるように、文

章の種類や語句などの

表現を工夫している。 

 

言葉を正しく使い分け

ることに意欲を持ち、

言葉を意識して自らの

言語生活を豊かに取り

組もうとしている。 

第５章 実用 

・敬語の使い方  

・手紙文や封筒の書き方  

・電話の応対など  

 

 

場面や目的に応じた適

切な言葉、敬語、正し

い使い方を理解してい

る。試験や実生活で

役立つ実用的な知

識 を 理 解 し て い

る。  

自分の考えや事柄が適

切に伝わるように、文

章の種類や語句などの

表現を工夫している。 

 

 

言葉を正しく使い分け

ることに意欲を持ち、

言葉を意識して自らの

言語生活を豊かに取り

組もうとしている。 

(通年)百人一首 百人一首のルールや和

歌の意味、和歌に含ま

れる言葉の役割を理解

している。 

百人一首や和歌につい

ての学習を通して、作

品を正確に理解し、鑑

賞したり話し合ったり

しながら、自らの思考

を深めることができて

いる。 

百人一首や和歌につい

ての学習を通して、我

が国の言語文化に親し

みをもち、生涯におい

て言語文化を尊重する

態度を養おうとしてい

る。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれか

もしくはすべてについて abc で評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABC で行う。（仮評価）また、２、３学期末の観

点別の総括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１

・２・３・４・５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 

 

知識・技術 

 

思考・判断・表現 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○   

発表・話し合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室では座学と、クロームブックを使用しての調べ学習を取り入れて主体的に学ぶ態度を培う。時間厳守、

正しい服装・態度で参加し、ワークブックやクロームブックなどの忘れ物の無いよう注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 数学 科目 数学応用 単位数  ２ 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書  副教材  対応資格 なし 

１ 目標 

 数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する

能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

   

式と証明，図形と方程式，数列についての

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに，数学と社会生活との関わり

について認識を深め，事象を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理

したりする技能が身につけようとする力を

養う。 

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等

式や高次方程式，不等式の表す領域につい

て論理的に考察する力が身についている。

また離散的な変化の規則性に着目し，問題

を解決したり事象を数学的に表現し考察す

る力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようと主体的に取り組む態度を養

う。 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

式と証明，図形と方程式，数列についての

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに，数学と社会生活との関わり

について認識を深め，事象を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理

したりする技能が身についている。 

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等

式や高次方程式，不等式の表す領域につい

て論理的に考察する力が身についている。

また離散的な変化の規則性に着目し，問題

を解決したり事象を数学的に表現し考察す

る力が身についている。 

数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度，問題解決の過程

を振り返って考察を深めたり，評価・改善

したりしようと主体的に取り組む態度が身

についている。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１式と証明 

(1)式と計算 

1.整式の乗法・因数分解 

 

 

 

2.整式の除法 

 

 

3.分数式とその計算 

 

 

 

 

(2)等式・不等式の証明(8) 

1.恒等式 

 

 

 

 

○3 次式の展開の公式を利

用できる。 

○3 次式の因数分解の公式

を利用できる。 

○多項式の割り算の計算方

法を理解している。 

 

○分数式を分数と同じよう

に約分，通分して扱うこと

ができる。 

○分数式の約分，四則計算

ができる。 

 

○恒等式の性質を理解し，

恒等式となるように係数を

決定することができる。 

 

 

○多項式の割り算の結果を

等式で表して考察すること

ができる。 

 

○多項式の割り算の結果を

等式で表して考察すること

ができる。 

○分数式の計算の結果を，

既約分数式または多項式と

して表現することができ

る。 

 

 

○1 文字の恒等式の知識を

もとに，2つ以上の文字に関

する恒等式について考察す

 

 

○2 種類の文字を含む多項

式の割り算に興味を示し，

具体的な問題に取り組もう

とする。 

○多項式の割り算に興味を

示し，具体的な問題に取り

組もうとする。 

○いろいろな分数式を分数

式の性質を用いて処理する

ことに意欲を示す。 

 

 

 

○恒等式の係数を決定する

際に，係数比較法と数値代

入法とを，比較して考察し



 

 

 

 

2.等式の証明 

 

 

 

 

 

3.不等式の証明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２複素数と方程式 

(1)複素数と方程式の解 

1.複素数とその演算 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.２次方程式の解 

 

 

 

 

3.解と係数の関係 

 

○分数式の恒等式につい

て，分母を払った等式が恒

等式であることを利用でき

る。 

○A=B とA－B =0 が同値

であることを利用して，等

式を証明することができ

る。 

○比例式を =k とおいて処

理することができる。 

○実数の大小関係や実数の

平方の性質を利用して，不

等式や 

a>b，c>d ⇒a+c>b+d  

などを証明することができ

る。 

○正の数の場合，平方の大

小関係を利用して，不等式

を証明することができる。 

○絶対値の性質を利用し

て，絶対値記号を含む不等

式を証明することができ

る。 

○相加平均・相乗平均の大

小関係を利用して，不等式

を証明することができる。 

 

 

○複素数の表記を理解し，

複素数，複素数の相等の定

義を理解している。 

○複素数の四則計算ができ

る。 

○負の数の平方根を理解

し，それらを含む式の計算

を，i を用いて処理すること

ができる。 

○2 次方程式の解の公式を

利用して，2次方程式を解く

ことができる。 

 

 

○解と係数の関係を使っ

て，対称式の値や 2 次方程

ることができる。 

 

 

 

○与えられた条件式の利用

方法を考察することがで

き，適した方法を用いるこ

とによって等式を証明する

ことができる。 

 

○不等式 A ＞B を証明す

るには A－B ＞0 を示せば

よいと考察することがで

き，そのことを用いて不等

式を証明することができ

る。 

○不等式の証明で，等号が

成り立つ場合について考察

できる。 

○不等式の証明に実数の平

方の性質を利用できるよう

に，式変形を考察すること

ができる。 

 

 

 

 

 

○有理数から実数へ数の範

囲を拡張する必要性を理解

し，複素数を考察すること

ができる。 

○複素数の範囲で，負の数

の平方根を考察することが

できる。 

 

 

○2次方程式の解について，

実際に解を求めずに，判別

式で解の種類を判別するこ

とができることを理解して

いる。 

○やや複雑な 2 数を解とす

る 2 次方程式がどのような

ようとする。 

 

 

 

○等式の証明を通して，数

学の論証に興味・関心をも

つ。 

 

 

 

○不等式の証明を通して，

数学の論証に興味・関心を

もつ。 

○相加平均・相乗平均の大

小関係の有用性に，興味・関

心をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○方程式が常に解をもつよ

うに考えられた複素数に興

味・関心を示し，考察しよう

とする。 

 

 

 

 

 

○2 次方程式の解が虚数に

なる場合もあることに興味

を示し，2次方程式の解を考

察しようとする。 

 

○2 次方程式の解に関する

種々の問題を，解と係数の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)高次方程式 

1.剰余の定理・因数定理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.高次方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３図形と方程式 

(1)平面上の点の座標と直線の方程式 

1.平面上の点の座標 

 

 

 

 

 

 

 

式の係数を求めることがで

きる。 

○対称式を基本対称式で表

して，式の値を求めること

ができる。 

○2 次方程式の解を利用し

て，2 次式を因数分解でき

る。○和と積が与えられた2

数を，2次方程式を解くこと

により求めることができ

る。 

 

○剰余の定理を利用して，

多項式を 1 次式で割ったと

きの余りを求めることがで

きる。 

○剰余の定理を利用して，

多項式を 1 次式や 2 次式で

割ったときの余りを求める

ことができる。 

○P(k)=0 である k の値の

求め方を理解し，高次式を

因数分解できる。 

○因数分解や因数定理を利

用することにより，高次方

程式を解くことができる 

○高次方程式の既知の解か

ら，方程式の係数を決定す

ることができる。○高次方

程式の虚数解から，方程式

の係数を決定することがで

きる。 

 

 

 

 

○座標平面上において，2点

間の距離が求められる。 

○距離の公式を利用して，

図形の性質を証明できる。 

○座標平面上において，線

分の内分点，外分点の座標

が求められる。 

○三角形の重心の座標の公

ものであるか，解と係数の

関係を利用して考察するこ

とができる。 

○異なる 2 つの実数α，β

が正の数，負の数，異符号で

あることを，同値な式で表

現できる。○2次方程式の解

の符号に関する問題を，解

と係数の関係を利用して考

察することができる。 

 

 

○多項式 P(x)  が x-k で

割り切れることを式で表現

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高次方程式を，1次・2次

方程式に帰着して考察する

ことができる。 

○高次方程式が解 α をも

つことを，式で表現するこ

とができる。○「方程式が虚

数  α を解にもてば  α
―

 

も解である」ことの証明に，

共役な複素数の性質がどの

ように使われるかを考察す

ることができる。 

 

 

○図形の性質を証明する際

に，座標軸を適切に設定す

ることで，計算が簡単にな

るように工夫をすることが

できる。 

○点の座標を求めるのに利

用できる適切な図形の性質

を判断でき，図形的条件（点

関係を利用して考察しよう

とする。○2次式を複素数の

範囲で因数分解することに

興味をもち，問題に取り組

もうとする。 

 

 

 

 

 

 

 

○多項式を 1 次式で割る計

算に，組立除法を積極的に

利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1の3乗根の性質に興味・

関心をもち，具体的な問題

に取り組もうとする。 

○方程式が虚数 α を解に

もてば α
―

 も解であるこ

とに興味・関心をもつ。 

○3 次方程式の解と係数に

興味・関心をもち，具体的な

問題に取り組もうとする。 

 

  

 

 

○数直線上の点に関する公

式を利用して，平面上の問

題を考察しようとする。 

○図形の問題を座標平面上

で代数的に解決する解法の

よさを知ろうとする。 

 

 



 

 

2.直線の方程式 

 

 

 

 

 

 

 

(2)不等式の表す領域と線形計画法 

1.不等式の表す領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.線形計画法 

 

 

 

 

 

３数列 

(1)等差数列と等比数列 

1.等差数列とその和 

 

 

 

 

 

 

2.等比数列とその和 

 

 

 

 

 

式を理解している。 

○直線が x，y の 1 次方程

式で表されることを理解し

ている。 

○x 軸に垂直な直線は 

y=mx+n の形で表せないこ

とを理解している。 

○与えられた条件を満たす

直線の方程式の求め方を理

解している。 

 

○不等式や連立不等式の表

す領域を図示することがで

きる。 

○図で与えられた領域を不

等式で表すことができる。 

○領域を利用する 1 次式の

最大値・最小値の求め方を

理解している。○領域を利

用して，命題を証明するこ

とができる。 

 

 

○領域を利用する 1 次式の

最大値・最小値の求め方を

理解している。 

 

 

 

 

 

○等差数列の公差，一般項

などを理解している。また，

条件から等差数列の一般項

を決定できる。 

○等差数列の和の公式を適

切に利用して，等差数列の

和が求められる。 

○等比数列の公比，一般項

などを理解している。また，

条件から等比数列の一般項

を決定できる。 

○等比数列の和の公式を適

切に利用して，等比数列の

対称，線対称など）を式で表

現することができる。 

○1 点を通る直線の方程式

から，異なる 2 点を通る直

線の方程式に拡張して考察

することができる。 

 

 

 

 

 

○変数x，yについての不等

式を満たす点（x，y）全体の

集合がどのような図形であ

るかを考察することができ

る。○条件の真理集合を考

えることにより，命題の真

偽を真理集合の包含関係と

して考察することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○等差数列の項を書き並べ

て，隣接する項の関係やそ

の和について考察できる。 

○項の正負と数列の和の増

減の関係から，等差数列の

和の最大，最小について考

察することができる。 

○等比数列の項を書き並べ

て，隣接する項の関係やそ

の和について考察できる。 

 

 

 

 

 

○公式を利用して，直線の

方程式を求めようとする。 

 

 

 

 

 

 

 

○線形計画法では，条件と

して与えられた不等式の表

す領域を図示することによ

り，鮮やかに最大値・最小値

を求めることができること

に興味・関心をもつ。 

○不等式を含む命題を，不

等式の表す領域を用いて証

明することに興味・関心を

もつ。○放物線を境界線と

する領域に関心をもち，考

察しようとする。 

○線形計画法について，最

大値・最小値を求める1次

式の係数を変えたり，最

大・最小となる点から係数

を求めたりすることで，よ

り詳しく考察し，理解しよ

うとする。 

 

 

○等差中項の性質に興味を

もち，問題解決に利用しよ

うとする。 

 

 

 

 

○等比中項の性質に興味を

もち，問題解決に利用しよ

うとする。 

○複利計算に興味，関心を

もち，具体的な問題に取り

組もうとする。 

 



 

 

 

 

(2)いろいろな数列 

1.自然数の2乗の和 

 

2.和の記号Σとその性質 

 

和が求められる。 

○等比数列の和に関する条

件から，初項や公比が求め

られる。 

 

○自然数の累乗の和を求め

ることができる。 

○和の記号Σの意味を理解

し，数列の和が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

○Σの性質を利用して，和

の計算を簡単に行うことが

できる。 

 

 

 

 

○自然数の 2 乗の和や 3 乗

の和の公式を導こうとする

意欲がある。 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○  〇 

自学課題 ○  〇 

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 数学は、数学的見方・考え方を身に付けることにより事象を論理的に考察する力、表現する力を養う教科です。 

座学が中心となりますが、普段の授業を大切にして問題意識を持って積極的に授業に参加し、課題や提出物にもしっ

かり取り組んでください。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 理科 科目 化学 単位数 ４ (2,3年各2) 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書 化学(実教出版) 副教材 なし 対応資格 なし 

 
１ 目標 

 化学的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、

化学的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

化学の基本的な概念や原理・法則の

理解を深め、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する技

能を身に付けるようにする。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 
化学的な事物・現象に主体的に関わ

り、科学的に探究しようとする態度

を養う。 

 
２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

化学の基本的な概念や原理・法則の

理解を深め、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する技

能を身に付けている。 
 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 
化学的な事物・現象に主体的に関わ

り、科学的に探究しようとする態度

を身に付けている。 

 
３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１章 物質の状態と平衡 

 １ 状態変化 

 ２ 固体の構造 

 ３ 気体の性質 

 ４ 溶液 

物質の状態し平衡につ

いての知識を理解する

とともに、それらの観

察、実験などに関する技

能が身に付いている。 

 

物質の状態し平衡につ

いて、観察、実験などを

通して探究し、科学的に

考察し、表現することが

できる。 

化学的な事物・現象に主

体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度

を身に付けている。 

２章 物質の変化と平衡 

１ 化学反応と 

熱・光エネルギー 

２ 電池と電気分解 

 ３ 反応の速さとしくみ 

 ４ 化学平衡 

化学反応とエネルギー、

化学反応と化学平衡に

ついての知識を理解す

るとともに、それらの観

察、実験などに関する技

能が身に付いている。 

 

物質の変化と平衡につ

いて、観察、実験を通し

て探究し、化学反応とエ

ネルギー、化学反応と化

学平衡における規則性

や関係性を見いだして

表現することができる。 

 

化学的な事物・現象に主

体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度

を身に付けている。 

３章 無機物質 

 １ 周期表 

 ２ 非金属元素 

 ３ 金属元素 

無機物質の性質につい

ての知識を理解すると

ともに、それらの観察、

実験などに関する技能

が身に付いている。 

無機物質について、観

察、実験を通して探究

し、典型元素、遷移元素

の性質における規則性

や関係性を見いだして

表現することができる。 

 

化学的な事物・現象に主

体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度

を身に付けている。 



４章 有機化合物 

１ 有機化合物の特徴と分類 

２ 脂肪族炭化水素 

３ 酸素を含む脂肪族化合物 

４ 芳香族化合物 

 

５章 高分子化合物 

 １ 高分子化合物 

 ２ 天然高分子化合物 

 ３ 合成高分子化合物 

 

有機化合物、高分子化合

物の性質についての知

識を理解するとともに、

それらの観察、実験など

に関する技能が身に付

いている。 

有機化合物、高分子化合

物について、観察・実験

などを通して探究し、有

機化合物、高分子化合物

物質の性質における規

則性や関係性を見いだ

して表現することがで

きる。 

化学的な事物・現象に主

体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度

を身に付けている。 

終章 化学が築く未来 化学が果たす役割を日

常生活や社会と関連付

けながら、その知識を理

解している。 

 

人間生活の中の化学に

ついて、これからの社会

における化学が果たす

役割を科学的に考察し、

表現することができる。 

 

化学的な事物・現象に主

体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度

を身に付けている。 

 
４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 
 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 
 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 
５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２ 学年 ３ 学科 水産食品科 

使用教科書 高校化学基礎(実教出版) 副教材 
高校化学基礎カラーノート

新課程版(実教出版） 
対応資格 なし 

 

１ 目標 

 物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、物

質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物質とその変化について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにす

る。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 

物質とその変化に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度を養

う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物質とその変化について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。 
 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 

物質とその変化に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度を身

に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

序章 化学と人間生活 

 

化学と人間生活につい

ての知識を理解すると

ともに、それらの観察、

実験などに関する技能

が身に付いている。 

 

身近な物資や元素につ

いて、観察、実験などを

通して探究し、科学的に

考察し、表現することが

できる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 

１章 物質の構成 

１ 物質の探究 

２ 物質の構成粒子 

 

２章 物質と化学結合 

 １ イオン結合 

 ２ 共有結合 

 ３ 金属結合 

 

物質の構成粒子につい

ての知識を理解し、ま

た、物質と化学結合につ

いての観察、実験を通し

て、それらの知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

物質の構成について、観

察、実験を通して探究

し、物質の構成における

規則性や関係性を見い

だして表現することが

できる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 



３章 物質の変化 

１ 物質量と化学反応式 

２ 酸と塩基 

３ 酸化還元反応 

 

終章 化学が拓く世界 

物質量と化学反応式、化

学反応、化学が拓く世界

についての知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

 

物質の変化とその利用

について、観察・実験な

どを通して探究し、物質

の変化における規則性

や関係性を見いだして

表現することができる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２ 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書 生物基礎(実教出版) 副教材 なし 対応資格 なし 

 
１ 目標 

 生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生

物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、生物や生物現象について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにす

る。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 

生物や生物現象に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度と生

命を尊重し、自然環境の保全に寄与

する態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、生物や生物現象について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。 
 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 

生物や生物現象に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度と生

命を尊重し、自然環境の保全に寄与

する態度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１章 生物の特徴 

１ 生物の多様性と共通性 

２ 生物とエネルギー 

 

２章 遺伝子とその働き 

 １ 遺伝子とＤＮＡ 

 ２ 遺伝情報とタンパク質の 

合成 

 

生物の特徴についての

知識を理解するととも

に、それらの観察、実験

などに関する技能が身

に付いている。 

 

生物の特徴について、観

察、実験などを通して探

究し、多様な生物がもつ

共通の特徴を見いだし

て表現することができ

る。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 

３章 ヒトのからだの調節 

１ 体内環境 

２ 体内環境の維持のしくみ 

 ３ 免疫 

 

 

 

 

ヒトの体の調節につい

ての知識を理解すると

ともに、それらの観察、

実験などに関する技能

が身に付いている。 

ヒトの体の調節につい

て、観察、実験を通して

探究し、神経系と内分泌

系による調節及び免疫

などの特徴を見いだし

て表現することができ

る。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 



４章 生物の多様性と生態系 

１ 生態系とその成り立ち 

２ 植生とバイオドーム 

３ 生態系と生物の多様性 

４ 生態系のバランスと保全 

生物の多様性と生態系

についての知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

また、生態系の保全の重

要性について認識して

いる。 

 

生物の多様性と生態系

について、観察・実験な

どを通して探究し、生態

系における、生物の多様

性及び生物と環境との

関係性を見いだして表

現することができる。 

生物や生物現象に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度と

生命を尊重し、自然環境

の保全に寄与する態度

を身に付けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 海洋情報技術 単位数 ２ 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書 海洋情報技術 副教材  対応資格  

 

１ 目標 

 １学年の「全商ビジネス文書実務検定３級」で培ったタイピング知識や技術・技能、２学年の「全商情報処理検

定３級」の知識や技術・技能などを活用して、パワーポイントの基本的な使い方やアニメーションを駆使してクオ

リティーの高い、個性的なプレゼンテーション資料を作るなどして、プレゼンテーション能力を養う。 

 また、「進路のしおり」で使用する履歴書を完成させ、志望動機、長所・短所などから自分を見つめ、進路実現を図

る準備をする。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

1・2学年で培ってきた情報技術につ

いて体系的・系統的に理解するとと

もに、パワーポイントを駆使して発

表資料を作成する技術を身に付ける

ようにする。 

水産や海洋における情報技術に関す

る課題を発見し、水産業や海洋関連

産業に関わる者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

水産や海洋における情報技術の主体

的な活用を目指して自ら学び、水産

業や海洋関連産業の振興や社会貢献

に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報技術を使いこなしてプレゼンテ

ーションする能力を身に付けてい

る。 

課題を広い視野で捉え、課題を発見

し、水産業や海洋関連産業に関わる

者として合理的かつ創造的に解決す

る力を身に付けている。 

自ら学び、地域の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

〇パワーポイントソフトを使用する 

 

「情報」やメディアの特

性を理解し、問題解決に

必要な知識や技能を身に

つけている。 

情報社会の問題を発見

し、合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

情報社会への参画につい

て自ら考え、主体的かつ

協働的に取り組もうとし

ている。 

〇進路のしおりの作製（履歴書の作製 

 や長所短所、志望動機など） 

 

 

規格に合わせた資料を作

成のための知識や技能を

身につけている。 

情報が就職・進学に与え

る影響について考察し、

その課題を創造的に解決

しようとしている。 

情報技術の水産・海洋の

分野における活用を目指

して自ら学び、主体的か

つ協働的に取り組もうと

している。 

〇課題研究発表資料の作成 

 （パワーポイントと発表原稿） 

オリジナルティーのある

資料を作成する知識や技

能を身に付けている。 

ソフトウェアやOS、プロ

グラミングを活用して、

合理的かつ創造的に問題

を解決しようとしてい

る。 

ソフトウェアやプログラ

ミングについての最適な

活用方法を学び、主体的

に取り組もうとしてい

る。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 



 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

小テスト ○   

実技 ○  ○ 

レポート  ○ ○ 

グループワーク  ○  

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 【場 所】 水産情報処理教室（実技、レポート作成） 

Ｃ３教室（個人端末を活用した座学、グループワーク） 

 【留意点】 共通したテーマは～メリハリが大事～ 

①基本的にPC、端末を用いた操作は指示のある時のみとします。 

        ※情報機器はそれぞれ高価なもので、学校全体で共有するものもあります。キーボードを叩くよ     

うに打つなど、使用方法に問題がある場合は厳しく指導することがあります。 

       ②定期考査は実施しません。 

       ③ソフトウェアの活用の成果として全商ビジネス文書実務検定の合格を目指す。 

       ④制限時間、提出期限を厳守してください。 

       ⑤設定される場面は、 

        ア．説明等を聴く時間 

        イ．個人で作業をする時間 

        ウ．グループで話し合う時間 

エ．教員に質問が可能な時間 

        オ．生徒間で教え合うことが可能な時間 

        カ．エ．及びオ．の両方が可能な時間 

        に分けられます。これらについてメリハリをつけ臨んでください。 

       ⑥自由な発想と勝手な解釈は異なります。 

  

 



 

 

 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 管理実務 単位数 ２ 学年 ３ 学科 品質管理流通科 

使用教科書  副教材 ビジネス実践 対応資格 
全商ビジネス計算実務

検定３級 

 

１ 目標 

 水産食品産業の実務に必要な知識と技術を習得させ、実務の基本姿勢を理解させるとともに水産食品産

業の各分野で応用できる能力と態度を育てる。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

ビジネス計算実務の応用

と簿記の基本について体

系的・系統的に理解し、

関連する技術を身に付け

る。 

ビジネス計算実務の応用と簿記

の基本に関する課題を発見し、

食品関連産業に携わるものとし

て合理的かつ創造的に解決する

力を養う。 

ビジネス計算実務の応用と簿記の基本

について特質を理解し、関連産業の各

分野で利用できるよう自ら学び、水産

業の振興や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ビジネス計算実務の応用

と簿記の基本について体

系的・系統的に理解し、関

連する技術を身に付けて

いる。 

ビジネス計算実務の応用と簿記

の基本に関する課題を発見し、

食品関連産業に携わるものとし

て合理的かつ創造的に解決する

力を身に付けている。 

ビジネス計算実務の応用と簿記の基本

について特質を理解し、関連産業の各分

野で利用できるよう自ら学び、水産業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

全商ビジネス計算実務検定２級 

１見取算 

２乗算 

３除算 

４ビジネス計算 

ビジネス計算実務

検定を取得する上

で必要となる計算

方法について理解

している。 

ビジネス計算実務

検定を取得する上

で必要となる計算

方法を解決しよう

としている。 

ビジネス計算実務検

定を取得する上で必

要となる計算方法を

自ら学び様々な課題解

決に主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

全商簿記検定３級 

１見取算 

２乗算 

３除算 

４ビジネス計算 

簿記検定を取得す

る上で必要となる

計算方法について

理解している。 

簿記検定を取得す

る上で必要となる

計算方法を解決し

ようとしている。 

簿記検定を取得する

上で必要となる計算

方法を自ら学び様々な

課題解決に主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 



 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいず

れかもしくはすべてについて abc で評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括を ABC で行う。（仮評価）また、前・後期末の観

点別の総括は、累計した観点別の総括とする。年度末には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３

・４・５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 

思考・判断・表

現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○  〇 

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

作品制作  ○  

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 学習内容の着実な定着が望まれるので、家庭学習で技能の向上に努め、しっかりと意欲的に参加し、教

科書・ノート等の忘れ物の無いよう注意すること。 


